
きこりとおおかみ  
山口 智子 再話  堀内 誠一 画 （福音館書店） 

木こりとおかみさんが、すかんぽのスー

プを作っているところへ、お腹を空かせた

オオカミが入って来ました。木こりは、熱々

のスープをオオカミの頭にかけ、追い払い

ました。 

1年後、木こりが森で木を切っていると、

頭のはげたオオカミが群れを従えてやって

来ました。木こりは急いで、木のてっぺんに

逃げましたが、頭のはげたオオカミの上に

他のオオカミがどんどん積み重なって、今

にも木こりにとどきそうになります。その

時木こりは、大声で叫びました。「スープを

たっぷりいっぱいぶっかけておやり！」 

オオカミが慌てて逃げ出す場面は、ユー

モアに溢れています。木こりとオオカミの

様子が躍動感のある絵で描かれ、軽快な  

文章でお話がテンポよく進みます。読んで

もらえれば５歳くらいから楽しめます。 

（光藤） 

 

なぞなぞのすきな女の子  

松岡 享子 さく  大社 玲子 え（学研プラス） 

あるところに、なぞなぞの好きな女の子がいま 

した。ある日女の子は、なぞなぞ遊びをしてくれる

人を探しに森へ出かけました。すると、お昼に食べ

る子どもを探していたオオカミに出会いました。 

そこで女の子はオオカミになぞなぞを出しました。  

「しっぽ ふとくて、口 ぱっくり。しろい は
・

 ぎざ

ぎざ とがってて、まっかな し
・

たべろ
・ ・ ・

 ぺろりと た

らし、耳も くろけりゃ、手も くろい。―なあんだ？」

オオカミが目を閉じて考え込んでいる隙に、女の子

は家に逃げて帰ってしまいました。しばらくして、

やっと答えがわかったオオカミは、女の子がいない

ことに気がつくと、森を走り抜けて女の子の家まで

やって来ました…。 

女の子がなぞなぞを使ってオオカミをやり込める

結末は痛快です。のびのびとした明るい絵は、リズ

ムのある文章とぴったり合い、お話を一層ひきたて

ます。本の見返しやお話の中に出てくるなぞなぞも

一緒に楽しめるでしょう。読んでもらえば５歳から。 

（池之上） 

 

  

5 
月 

6 
月 5・6月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

13 
日 

10 
日 

塚森 

地域内 
10:30～ 

10:50 

沖代 

地域内 
11:00～ 

11:20 

福地(三反長) 

地域内 
14:30～ 

14:50 

米田 

公会堂 
15:00～ 
 15:20 

竹広南 

公民館 
15:30～15:50 

20 
日 

17 
日 

  

原池団地 

公民館 
15:00～ 

15:20 

山田 

掲示板前 
15:30～ 
  15:50 

原 

太田東地区 
農村交流センター 

16:00～16:20 

27 
日 

24 
日 

広坂 

公民館 
10:30～ 

10:50 

上太田 

公民館 
11:00～ 

11:20 

 

 

 

太子 
ニュータウン 

公民館 
15:30～ 
  15:50 

吉福 

公民館 
16:00～16:20 
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＜お知らせ＞ 
緊急事態宣言発令に伴い、

期間中（4/25～5/11）の行事
を中止します。 

⚫ 絵本の時間 

⚫ おはなしの時間 

⚫ 紙バッグ工作教室 

宣言が解除され次第、順次
再開する予定ですが、状況に
より変更する可能性がありま
す。再開日は決まり次第、館
内掲示又は図書館ホームペー
ジにてお知らせします。 
ご迷惑をおかけしますが、

ご理解くださいますようお願
いいたします。 

子どもの本だな 90 
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兵
庫
県
に
３
回
目
の
非
常
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
た
。
図
書
館
に
も
「
開
い
て
ま
す
か
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
多
い
。
今
回
は
県

の
方
針
と
し
て
「
社
会
教
育
施
設
は
原
則
休
業
。

た
だ
し
、
図
書
館
は
入
場
整
理
の
う
え
開
館
」
と

あ
り
、
太
子
町
に
お
い
て
も
感
染
対
策
を
徹
底

の
上
、
開
館
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

他
の
教
育
施
設
が
閉
館
と
な
っ
て
も
、
図
書

館
が
開
館
で
き
る
の
は
、「
家
に
こ
も
る
な
ら
本

を
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
（
読
書
）
が

日
々
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
思
い
が

集
ま
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
外
に
出
に
く
い
こ

の
機
会
に
、
本
に
手
を
の
ば
す
人
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

旅
行
で
き
な
く
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
各
地

を
楽
し
む
、
友
達
と
お
茶
を
し
な
が
ら
の
お
し

ゃ
べ
り
を
我
慢
し
て
、
お
菓
子
作
り
の
本
を
。
考

え
て
も
解
決
策
の
見
え
な
い
問
題
は
ち
ょ
っ
と

横
に
お
い
と
い
て
、
好
き
な
作
家
の
小
説
で
気

分
転
換
。
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
無
限
の
楽
し
み
方

が
あ
る
。 

太
子
町
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
予
約
が
始

ま
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
み
、
感
染

増
加
が
落
ち
着
く
ま
で
、
こ
の
ま
ま
開
館
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
池
田
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

『 ウナギが故郷に帰るとき 』  パトリック・スヴェンソン 著    

大沢 章子 訳  新潮社  267,iv 頁  2021 年 1 月刊  2,200 円 (請求記号) 487.6 

サ
ル
ガ
ッ
ソ
ー
海
で
生
ま
れ
た
ウ
ナ
ギ
の
幼
生
が
８
千
キ
ロ
の
旅
を

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
川
や
湖
で
暮
ら
し
た
後
、
生
ま
れ
た
海
へ
戻
り

産
卵
し
死
ぬ
、
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
誰
も
サ
ル
ガ
ッ
ソ
ー
海
で
ウ
ナ
ギ

の
成
体
、
生
殖
活
動
を
見
た
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
は
観
察
に
基
づ
く
憶
測

で
し
か
な
い
。 

ウ
ナ
ギ
は
魚
な
の
か
？
ウ
ナ
ギ
の
生
態
は
謎
が
多
く
、『
イ
リ
ア
ス
』

に
「
鰻
や
魚
が
そ
の
身
に
た
か
っ
て…

」
と
い
う
表
現
が
あ
る
よ
う
に 

古
代
に
は
ウ
ナ
ギ
は
魚
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

ウ
ナ
ギ
は
泥
の
中
か
ら
自
然
発
生
す
る
と
考
え
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
タ
コ
の
観
察
は
、
１９
世
紀
に
や
っ
と
実
証
さ
れ
た
ほ
ど
精
密
な
の
に
。

以
来
繁
殖
に
つ
い
て
、
胎
生
、
両
性
具
有
等
、
多
く
の
説
が
生
ま
れ
、   

１
７
７
７
年
に
、
イ
タ
リ
ア
の
漁
場
で
や
っ
と
生
殖
器
と
卵
を
も
っ
た

メ
ス
が
１
匹
捕
獲
さ
れ
た
。
で
は
、
オ
ス
は
？
１９
歳
の
フ
ロ
イ
ト
が
精

巣
を
探
す
た
め
ウ
ナ
ギ
を
捌
い
た
研
究
生
活
の
２０
年
後
、
１９
世
紀
末
に

成
熟
し
た
オ
ス
が
発
見
さ
れ
た
。
黄
ウ
ナ
ギ
が
銀
ウ
ナ
ギ
に
変
態
し
、
消

化
器
官
が
縮
小
す
る
に
つ
れ
、
生
殖
器
が
発
達
す
る
こ
と
も
同
時
期
に

観
察
さ
れ
て
い
る
。 

２０
世
紀
初
頭
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
成
長
し
た
ウ
ナ
ギ
は

ど
こ
へ
行
く
の
か
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
の
謎
解
き

に
か
か
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
よ
り
小
さ
な
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
、
レ
プ
ト
セ

フ
ァ
ル
ス
幼
生
を
捕
獲
す
る
た
め
ト
ロ
ー
ル
網
を
引
い
た
蒸
気
船
で 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
沿
岸
の
海
を
行
き
来
す
る
。
西
へ
進
む
に
つ
れ
、
よ
り
小
さ

な
幼
生
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り
、
２０
年
近
い
調
査
で
、
ウ
ナ
ギ
の
産

卵
場
と
考
え
ら
れ
る
海
域
が
示
さ
れ
た
。 

本
書
は
、
ウ
ナ
ギ
の
謎
が
時
間
を
か
け
解
か
れ
て
い
く
過
程
と
、
田
舎

の
川
べ
で
ウ
ナ
ギ
釣
り
を
す
る
幼
い
著
者
と
父
親
の
思
い
出
が
交
互
に

編
ま
れ
て
お
り
、
ウ
ナ
ギ
の
未
知
の
生
態
に
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
も

し
、
ウ
ナ
ギ
が
長
い
年
月
を
か
け
故
郷
へ
帰
る
様
子
と
著
者
の
故
郷
へ

の
心
情
が
重
な
り
、
人
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

（
竹
内
） 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

6月の開館日
＊×印は休館日 

( 5/6､5/7 は祝日の振替、 

5/31､6/30 は館内整理日 ) 

＊開館時間は 

10:00～18:00、 

金曜日は 20:00 まで開館 

地 

下 

水 

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

5月の開館日


